
三
一
七
世
紀
に
お
け
る
中
国
の
都
市

宮

ノ

尚

士’じ、

㎝
　
【
璽
約
冒
秦
漢
帝
国
の
瓦
解
か
ら
陪
…
唐
の
申
間
的
統
一
に
至
る
ま
で
の
申
国
の
都
市
の
有
様
に
つ
い
て
目
に
つ
く
こ
と
は
、
ω
　
長
安
・
洛
陽
の
如

押
　
き
旧
都
は
何
度
も
の
破
壊
に
も
拘
ら
ず
、
新
し
い
支
配
者
（
多
く
は
遊
牧
民
族
）
に
よ
り
修
復
さ
れ
、
漢
代
に
は
地
方
都
市
に
す
ぎ
ず
、
政
権
の
分
立

…
・
港
・
の
時
代
量
達
・
蕪
、
譲
・
如
野
望
響
・
港
、
同
時
期
・
欧
洲
に
み
ら
れ
ぬ
昊
政
治
響
・
外
響
ほ
・
つ
・
い
た
。
②

へ
．
、
の
時
代
畠
家
に
難
治
上
の
慕
と
共
に
黒
鍵
副
都
と
が
あ
り
、
両
都
を
結
ぶ
交
通
慧
が
そ
の
国
の
政
治
経
済
の
動
脈
で
あ
っ
た
。
．
あ
二

　
都
組
織
は
当
時
の
国
家
構
造
、
即
ち
名
族
政
権
と
こ
れ
に
対
立
せ
ん
と
す
る
軍
閥
政
権
の
争
い
を
反
映
し
た
と
思
わ
れ
る
。
⑧
　
戦
乱
特
に
遊
牧
難
民

　
族
の
混
入
に
よ
り
、
都
市
の
機
能
や
都
市
民
生
活
に
い
く
た
の
動
揺
が
あ
り
新
し
い
事
態
も
生
じ
た
。
本
稿
に
こ
れ
ら
の
全
面
に
わ
た
っ
て
述
べ
る
を

　
得
な
い
が
、
次
の
如
き
二
題
を
主
題
と
し
て
全
体
を
察
す
る
よ
す
が
と
す
る
に
留
め
る
。

ケ

三
都
の
盛
衰
を
中
心
と
し
て

　
郷
は
も
と
齊
の
桓
公
が
置
い
た
邑
で
、
「
晋
、
魏
、
趙
の
領
土
に
入

り
、
秦
を
へ
て
前
漢
で
は
重
事
の
好
所
の
あ
る
県
と
な
っ
た
。
　
（
高

祖
一
二
年
置
1
9
5
B
。
C
）
前
四
世
紀
初
め
の
酉
門
豹
。
同
じ
く

終
り
の
勃
起
に
よ
る
か
ん
が
い
工
事
は
こ
の
地
を
華
北
に
お
け
る
開

三
一
七
世
紀
に
お
け
る
中
國
の
都
市
（
富
川
）

発
の
一
中
心
た
ら
し
め
、
戦
国
魏
の
河
内
と
し
て
経
済
の
要
地
で
あ

る
と
共
に
、
軍
事
的
に
も
し
ば
し
ば
争
奪
の
的
と
な
ら
し
め
た
。
前

漢
書
忙
中
志
の
記
事
か
ら
見
る
と
、
こ
の
地
方
は
黄
河
に
近
く
そ
の

は
ん
ら
ん
を
こ
う
む
り
、
大
水
が
ひ
い
た
あ
と
、
地
味
が
こ
え
る
の

を
利
用
し
て
民
が
耕
田
し
て
か
な
・
り
の
聞
、
無
事
な
の
で
気
を
ゆ
る

し
て
家
屋
を
た
て
村
が
で
き
上
っ
た
頃
に
大
水
が
で
て
流
さ
れ
て
し

三
五
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三
一
七
世
紀
に
お
け
る
申
隔
の
都
市
（
宮
川
）

ま
う
、
改
め
て
阻
防
を
き
つ
い
て
守
る
、
と
い
っ
た
（
哀
帝
の
時
の

頁
譲
の
奏
言
）
有
様
で
あ
る
が
、
か
ん
が
い
と
排
水
と
に
多
大
の
労

ヵ
。
費
用
を
か
け
れ
ば
、
そ
れ
は
五
倍
十
倍
の
利
と
な
っ
て
返
っ
て

く
る
。
東
南
の
内
黄
県
に
は
数
十
黒
四
方
の
沢
が
あ
り
陛
が
め
ぐ
ら

さ
れ
、
そ
の
中
の
美
田
を
太
守
が
民
に
賦
し
て
い
る
。
（
同
上
）
あ
た

か
毛
色
代
江
南
の
誉
田
の
如
く
闘
園
の
利
に
よ
り
豪
族
が
勢
を
も
た

げ
る
。
後
漢
初
の
内
乱
に
こ
の
地
が
更
姶
帝
と
光
武
帝
と
の
争
い
の

場
と
な
9
、
鄭
中
の
豪
㍉
李
熊
兄
弟
が
活
動
し
た
（
後
漢
書
五
〇
、
銚

期
伝
）
こ
と
が
あ
る
。
1
2
2
年
に
無
職
太
守
と
な
っ
た
各
氏
の
伝

（
同
上
一
一
．
○
、
丈
苑
）
に
、
郡
に
も
と
よ
り
内
外
園
田
あ
り
、
常
に

人
に
与
え
て
分
諭
せ
し
め
穀
を
収
め
歳
並
数
千
斜
に
至
っ
た
が
、
彼

は
田
令
に
「
損
者
に
愛
せ
ず
」
、
王
制
に
「
思
者
は
耕
せ
ず
」
と
あ

り
、
官
吏
が
私
利
を
百
姓
と
争
う
べ
き
で
は
な
い
と
て
、
独
立
小
農

民
に
賦
し
、
課
令
耕
種
せ
し
め
た
と
あ
る
。
1
8
9
年
（
霊
帝
中
平

六
）
翼
州
牧
の
韓
酸
は
こ
れ
ま
で
高
邑
（
河
北
省
思
郷
県
警
）
に
あ

っ
た
州
治
を
こ
こ
へ
移
し
た
が
、
彼
の
実
権
は
ま
も
な
く
献
帝
初
年

の
董
卓
の
乱
に
乗
じ
華
北
平
野
を
根
拠
と
し
て
こ
れ
に
対
立
せ
ん
と

し
た
勃
海
太
守
震
紹
に
の
り
と
ら
れ
た
。
（
こ
の
事
情
は
魏
志
戯
洪
傍
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

王
楽
英
雄
紀
に
み
え
る
）
民
人
股
盛
、
兵
糧
飼
鳥
（
魏
志
一
注
）
を
う
た

わ
れ
、
天
下
の
重
資
な
り
（
裳
紹
伝
）
と
称
せ
ら
れ
た
賀
州
は
鄭
を

中
心
と
し
て
再
び
郡
雄
争
奪
の
対
象
と
な
っ
た
。
即
ち
1
9
1
－
2

0
2
ま
で
震
紹
が
確
保
し
、
彼
の
死
後
、
そ
の
子
、
尚
が
、
宿
将
の

審
配
を
守
将
た
ら
し
め
た
が
、
2
0
4
年
（
平
安
九
）
強
敵
曹
操
の

来
攻
を
う
け
た
。
そ
の
攻
城
の
有
…
様
は
一
二
国
志
繍
蜘
志
六
。
蓑
紹
伝
や

水
経
注
一
〇
濁
潭
水
の
条
下
に
く
わ
し
い
。
黄
河
を
渡
っ
た
曹
操
は

洪
水
河
口
を
ぜ
き
と
め
、
そ
の
水
を
鄭
の
南
に
通
ず
る
白
溝
に
注
ぎ

か
ん恒

水
と
結
び
つ
け
、
糧
船
を
通
わ
せ
た
。
土
山
地
道
を
つ
く
り
、
四

十
里
の
ほ
り
で
城
を
か
こ
み
、
一
夜
・
の
中
に
広
深
二
丈
に
う
が
ち
、

潭
水
の
水
を
注
い
だ
。
審
配
は
酉
方
の
上
溝
か
ら
物
資
を
補
給
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
た
ん

と
し
た
が
、
早
く
も
北
方
の
郡
邸
な
ど
の
要
地
を
お
さ
え
ら
れ
、
糧

食
つ
き
て
三
箇
月
、
震
尚
の
来
援
軍
は
軍
使
を
つ
か
わ
し
城
中
の
兵

、
に
降
服
を
し
て
よ
い
と
伝
え
た
の
ち
敗
走
し
、
こ
こ
に
郷
城
は
お
ち

い
っ
た
．
審
配
は
そ
の
剛
勇
と
最
後
の
壮
烈
を
た
た
え
ら
れ
た
が
、

魏
志
一
一
・
王
修
業
に
よ
る
と
、
震
氏
の
政
が
寛
に
し
て
在
職
の
勢

あ
る
者
、
畜
舎
多
く
、
魏
郡
の
豪
族
で
あ
る
彼
の
家
財
物
貨
も
万
を

竜
っ
て
数
え
ら
れ
、
み
な
曹
操
に
籍
没
さ
れ
た
と
い
う
。
も
っ
て
郭
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が
後
漢
以
来
ま
す
ま
す
豪
族
分
根
拠
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
藷

っ
て
い
る
。

　
故
に
曹
操
が
代
っ
て
人
口
三
十
万
を
算
し
た
翼
州
の
牧
と
な
り
、

郷
に
治
す
る
と
、
科
法
を
重
ん
じ
て
豪
族
を
と
り
し
ま
り
、
守
令
の

選
考
に
も
注
意
を
払
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

・
翼
州
は
穀
十
年
を
支
う
と
称
せ
ら
れ
、
（
虞
紹
伝
、
韓
撰
の
長
史
ら
の

書
）
蓑
紹
は
か
つ
て
献
言
を
こ
こ
に
迎
え
ん
と
し
、
こ
れ
に
反
対
し

て
曹
操
は
屯
田
の
中
心
、
許
に
迎
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
　
（
1
9

6
）
董
卓
も
自
ら
そ
の
翼
島
牧
を
任
命
し
黒
山
賊
干
毒
と
結
び
一
時

と
の
地
を
占
領
し
た
こ
と
が
あ
る
。
政
争
の
中
心
に
な
る
と
消
費
人

口
の
増
大
を
伴
い
、
2
0
2
年
に
は
き
き
ん
で
米
一
餅
二
万
銭
し
た
。

（
王
桑
英
雄
記
、
太
平
御
覧
二
五
引
）
喪
亡
が
こ
こ
を
本
拠
と
す
る
様
に

な
っ
て
か
ら
も
政
治
。
軍
事
の
中
心
と
し
て
の
色
彩
を
加
え
た
。

　
曹
操
は
2
1
1
年
（
建
安
一
七
）
、
魏
郡
の
領
域
を
増
し
て
も
ら

い
、
翌
年
東
西
部
都
尉
を
お
き
三
二
の
称
が
こ
こ
に
始
ま
っ
た
。
政

治
都
市
の
治
安
が
重
要
性
を
加
え
、
鄭
令
に
な
っ
た
楊
滞
が
曹
操
に

答
え
、
　
「
心
力
を
蜴
尽
し
立
法
を
奉
宣
せ
ん
」
と
云
っ
て
お
り
（
魏

略
）
西
部
都
尉
か
ら
太
守
に
な
っ
た
陳
矯
が
、
数
年
聞
未
決
で
あ
っ

　
　
　
　
　
三
－
七
世
灘
に
お
け
る
中
国
の
都
市
（
宮
川
）

た
千
数
の
囚
人
を
論
決
し
た
こ
と
（
魏
志
一
二
）
が
見
え
る
。
早
く
後

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
き

漢
の
順
帝
の
時
、
太
守
謬
煕
が
こ
の
郡
を
「
無
為
に
し
て
化
し
た
」

（
後
漢
書
四
七
）
と
あ
り
、
魏
の
斐
潜
も
太
守
と
な
り
「
こ
れ
を
撫

す
る
に
静
を
以
て
す
」
（
芸
文
類
聚
六
七
引
見
略
）
と
あ
り
、
か
か
る
黄

老
的
行
政
の
な
さ
れ
る
の
は
、
風
俗
の
不
良
な
る
が
た
め
で
、
墨
書

三
の
地
理
志
に
、
　
「
魏
郡
の
浮
巧
俗
を
成
し
、
魏
郡
清
河
は
盛
祥
も

い
か
ん
と
も
す
る
無
し
」
と
の
べ
る
通
り
で
あ
る
。

　
魏
志
一
一
引
魏
略
に
よ
る
と
、
2
1
0
年
、
三
輔
（
馬
出
盆
地
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
る
い

の
乱
に
よ
り
多
く
の
流
民
が
で
た
時
屋
累
と
い
う
隠
者
も
ま
た
重
重

に
随
っ
て
郭
に
き
て
流
行
病
に
あ
い
妻
を
失
っ
た
と
あ
り
、
こ
う
し

た
流
入
人
口
が
都
市
に
生
活
を
求
め
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
曹
操
一
家
の
創
業
は
許
の
屯
田
に
始
ま
り
、
つ
ぎ
に
鄭
の
軍
事
価

値
を
に
ぎ
り
、
終
り
に
後
漢
の
都
で
あ
る
渚
陽
の
都
市
交
化
を
え
た

こ
と
で
完
成
し
た
。
文
帝
曹
　
は
軸
距
二
年
（
2
2
1
）
正
月
に
五

都
（
長
安
・
誰
∵
許
磁
日
・
…
鄭
・
洛
陽
）
を
定
め
、
石
肺
を
立
て
四
方

を
限
り
、
五
都
を
含
む
、
河
南
北
部
、
山
西
の
太
行
山
脈
以
南
、
山

東
東
都
．
に
当
る
地
域
を
中
都
福
地
と
な
し
、
天
下
の
入
民
に
内
山
す

る
こ
と
を
ゆ
る
し
五
年
以
上
の
税
役
免
除
を
与
え
た
。
（
魏
略
）
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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三
i
七
世
紀
に
お
け
る
中
國
の
都
市
（
富
川
）
．

天
下
の
お
ひ
ざ
も
と
の
人
口
を
充
実
し
経
済
と
国
防
と
に
備
え
た
。

元
来
、
前
漢
ノ
て
は
首
都
長
安
の
外
に
、
洛
陽
。
郡
邸
。
臨
瀬
・
宛
。

成
都
を
五
言
と
し
、
後
漢
で
は
旧
都
長
安
を
西
京
・
西
都
と
し
、
洛

陽
（
東
京
・
東
都
）
と
並
べ
称
し
た
ご
と
く
、
数
個
の
都
市
を
特
別

重
視
し
た
先
例
は
あ
る
。
漢
代
の
大
都
市
の
中
、
春
秋
戦
国
時
代
に

さ
か
え
た
邸
邸
と
倉
出
は
す
で
に
前
漢
に
は
衰
え
を
見
せ
て
お
り
、

宛
即
ち
南
陽
は
漢
代
の
豪
族
南
進
の
拠
点
、
か
つ
後
漢
帝
室
発
祥
の

地
と
し
て
さ
か
え
南
都
の
称
が
あ
っ
た
が
、
黄
巾
の
乱
の
打
撃
甚
だ

し
く
、
　
（
け
だ
し
豪
族
の
圧
迫
が
つ
よ
い
だ
け
反
抗
す
る
農
民
暴
動

も
は
げ
し
く
、
こ
の
地
の
賊
軍
は
首
将
を
あ
い
つ
ぎ
数
人
失
っ
て
も

す
ぐ
代
り
を
立
て
陣
容
を
く
ず
さ
な
か
っ
た
）
さ
ら
に
蓑
術
の
暴
力

に
よ
り
あ
と
か
た
も
な
く
さ
び
れ
た
。
成
都
は
西
南
の
中
心
都
市
と

し
て
蜀
漢
・
成
漢
の
都
と
な
る
が
、
西
晋
末
の
乱
の
後
は
何
と
い
っ

て
も
地
方
都
市
に
す
ぎ
な
い
。
ひ
と
り
長
安
・
洛
陽
は
同
じ
様
に
ひ

ど
い
打
撃
を
う
け
な
が
ら
、
そ
の
後
も
新
た
に
入
っ
た
胡
族
の
王
朝

の
首
都
と
し
て
再
建
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
一
方
、

鄭
と
建
康
と
が
新
興
の
国
都
と
し
て
は
な
ば
な
し
く
異
風
に
現
わ
れ

る
こ
と
竜
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
か
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
魏
の
五
都
の
中
、
諜
，
（
安
徽
毫
県
）
は
曹
操
の
・
本
籍
ぞ
許
農
即
ち

許
（
河
南
許
畠
県
酉
南
）
は
既
述
の
如
く
創
業
の
地
で
あ
る
。
五
二

の
申
、
笑
際
、
曹
操
が
漢
の
た
め
都
と
し
た
の
は
、
許
（
1
9
6
－

2
0
4
）
鄭
（
2
0
4
－
2
1
9
）
洛
陽
（
2
1
9
1
2
2
1
）
の

三
都
で
あ
る
こ
と
王
鳴
盛
の
十
七
奥
商
確
四
〇
の
許
灘
洛
三
都
の
項

に
説
破
す
る
通
り
で
あ
り
、
ま
た
三
輔
決
録
に
侍
中
掌
誕
が
、
こ
の

三
都
の
宮
観
始
め
て
腐
る
や
銘
題
し
た
と
あ
り
、
の
こ
り
の
長
安
と

諜
と
は
遠
征
の
際
の
本
営
地
と
な
っ
た
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
2
0
8
年
曹
操
は
玄
武
池
を
う
が
ち
画
師
を
練
習
さ
せ
、
2
1
0

年
に
有
名
な
銅
爵
台
（
鋼
旭
台
）
を
き
づ
き
、
愛
子
曹
植
は
父
に
従

い
登
適
し
賦
を
作
っ
た
。
六
事
の
直
系
部
隊
で
あ
る
翼
州
の
藩
府
十

万
は
こ
こ
を
中
心
と
し
て
住
み
、
関
羽
と
決
闘
し
た
こ
と
で
有
名
な

ほ
う
と
く

寵
徳
の
家
中
も
こ
こ
に
住
ん
だ
。
（
魏
志
一
八
）
田
疇
…
の
家
属
∵
宗
人

三
百
余
家
が
こ
こ
に
い
た
（
同
座
）
と
い
う
が
、
一
族
が
都
会
の
中

で
一
里
を
な
し
た
で
あ
ろ
う
。
梁
習
は
誓
州
の
高
幹
（
衰
の
党
）
を

平
げ
そ
の
地
の
単
位
・
丁
底
数
万
を
こ
こ
に
う
つ
し
（
同
一
五
》
ま

た
漢
中
の
百
姓
で
洛
及
び
乙
こ
に
移
さ
れ
た
も
の
八
万
鞘
口
あ
り
と

φ
う
。
（
同
二
三
．
蓑
伝
）
人
・
増
加
が
住
咤
難
を
き
遮
光
・
芝
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は
少
し
後
の
事
だ
が
魏
略
の
丁
謹
の
伝
に
見
え
る
。
明
帝
の
太
和
上

（
2
2
7
－
2
3
2
）
彼
が
人
の
空
屋
を
借
り
て
そ
の
中
に
い
る
と
、

諸
王
が
彼
の
先
占
を
知
ら
ず
借
ろ
う
と
思
い
入
っ
て
き
た
が
、
彼
は

脚
を
交
え
臥
し
た
ま
ま
起
き
ず
、
奴
客
を
呼
び
、
お
い
だ
さ
せ
た
。

諸
王
は
怒
っ
て
帝
に
上
面
し
た
の
で
、
丁
は
獄
に
つ
な
が
れ
た
が
功

臣
の
子
と
い
う
の
で
や
が
て
釈
放
さ
れ
た
。

　
官
吏
も
ま
た
多
数
こ
こ
に
住
ん
だ
。
、
か
つ
て
震
紹
の
時
代
に
魏
魏

に
兵
変
あ
り
、
そ
れ
を
聞
い
た
震
の
陣
中
の
諸
客
で
郵
に
家
あ
る
者

皆
心
配
し
色
を
失
ひ
な
き
だ
す
者
も
い
た
。
（
英
雄
記
）
魏
の
国
都
が

洛
陽
に
移
っ
て
か
ら
、
こ
こ
は
冗
散
の
官
吏
の
住
む
所
と
な
グ
た
。

（
魏
略
、
董
遇
伝
）
2
1
3
年
、
曹
操
は
魏
公
に
な
り
、
2
1
6
年
、
魏

王
に
進
み
、
王
世
子
の
　
が
父
に
代
り
鄭
に
常
駐
し
た
。
郊
外
に
は

王
公
の
遊
猟
地
が
ひ
ろ
が
り
、
彼
は
旦
に
出
で
夜
か
え
る
と
い
う
有

様
で
、
彼
の
「
町
鳶
」
と
い
う
詩
に
、
「
巾
車
、
郵
宮
を
嵐
で
、
蝋
画

す
東
橋
津
」
と
あ
る
が
、
淺
潜
（
一
志
二
五
．
高
堂
隆
伝
）
や
鷹
瑛
（
同
一

二
）
ら
の
諸
臣
が
し
ば
し
ば
い
さ
め
た
。
そ
れ
は
変
事
の
発
生
を
う

れ
え
た
か
ら
で
、
父
王
が
漢
中
征
伐
の
不
在
中
、
難
民
魏
諏
が
乱
を

起
し
た
こ
と
が
あ
る
。
都
市
の
住
民
た
る
城
楼
が
都
市
支
配
者
の
圧

　
　
　
　
三
一
七
世
紀
に
お
け
る
申
國
の
都
市
（
宮
川
）

政
に
抗
し
て
乱
を
起
す
こ
と
は
六
朝
に
か
け
て
史
書
に
散
見
す
る
。

　
鄭
は
魏
王
国
の
都
な
の
で
、
曹
操
が
洛
陽
ぞ
死
去
す
る
と
司
馬
撚
、

ら
は
三
宮
を
奉
じ
て
こ
こ
へ
還
っ
た
。
2
2
9
年
に
な
り
洛
陽
に
剥

し
い
宗
廟
が
建
つ
た
の
ぞ
、
太
帝
韓
質
は
使
と
な
り
神
主
を
鄭
か
ら

移
し
迎
え
た
（
魏
志
二
四
）
。
魏
帝
国
が
で
き
て
か
ら
も
宗
室
妃
嬢
は

洛
陽
と
こ
こ
と
を
往
復
し
、
例
え
ば
明
夕
の
愛
を
失
っ
た
虞
氏
は
退

け
ら
れ
鄭
宮
に
還
っ
た
し
草
聖
皇
后
（
蓑
紹
の
子
煕
の
妻
で
曹
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん

自
分
の
も
の
に
し
た
鋼
玉
）
の
廟
も
2
3
7
年
ま
で
は
こ
こ
に
あ
っ

た
。
2
6
4
年
、
魏
の
亡
び
る
時
に
も
諸
侯
王
み
な
こ
こ
に
住
ん
で

い
た
の
で
、
晋
の
武
帝
は
北
中
郎
将
山
濤
を
し
て
こ
こ
に
鎮
し
不
測

の
変
に
備
え
し
め
た
。
（
晋
書
四
三
）
強
壮
、
こ
の
地
は
正
直
の
う
ち

数
万
が
都
下
に
あ
り
、
不
法
多
き
を
以
て
文
事
は
買
逡
を
令
と
し
月

’
余
に
し
て
太
守
に
の
ぼ
し
た
。
（
魏
志
一
五
）

　
左
思
の
魏
都
賦
（
丈
選
六
）
水
車
十
一
〇
等
に
よ
る
と
、
郵
に
は

七
門
（
南
三
・
北
二
・
東
西
各
一
）
あ
り
、
東
西
七
里
・
南
北
五
里

あ
る
。
城
の
中
央
北
部
に
文
勢
殿
を
含
む
皇
宮
あ
り
、
左
（
西
）
は

中
朝
（
大
司
馬
侍
中
単
騎
等
の
官
庁
）
右
（
東
）
は
内
朝
（
聴
政
殿
）

内
朝
の
後
（
北
）
に
妃
嫁
の
住
む
黒
房
、
永
巷
の
甲
乙
舎
が
あ
る
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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三
レ
七
世
紀
に
お
け
る
申
国
の
都
市
（
宮
川
）

宮
門
は
東
西
左
右
南
北
内
外
、
対
称
的
に
開
か
れ
（
洞
逮
）
そ
の
問

に
丞
相
（
曹
操
は
漢
の
丞
相
で
あ
っ
た
）
諸
曹
が
あ
る
。
文
昌
殿
の

西
は
都
の
西
北
高
地
に
連
り
、
氷
井
・
銅
省
・
金
鳳
（
金
虎
）
の
三

台
あ
り
野
道
を
以
て
北
勢
の
諸
殿
と
通
ず
る
。
城
を
西
へ
で
る
と
魚

梁
釣
ム
ロ
な
ど
の
娯
楽
施
設
の
あ
る
玄
武
苑
が
あ
り
、
ぶ
ど
う
の
実
が

た
わ
わ
で
あ
る
。
城
内
は
官
署
と
墨
髭
と
相
交
り
、
潭
水
の
支
流
、

長
明
溝
が
流
れ
て
い
る
。
宮
城
南
門
（
司
馬
門
）
を
で
る
と
道
東
に

長
寿
・
吉
夢
。
永
平
・
思
掛
な
ど
貴
人
の
住
宅
地
が
あ
り
、
宮
城
の

東
に
戚
里
（
外
戚
の
す
む
所
）
が
あ
る
。
西
城
に
は
白
蔵
庫
あ
り
財

物
を
た
く
わ
え
、
市
況
も
さ
か
ん
で
あ
る
。
石
苞
が
県
吏
と
な
り
、

鄭
に
到
り
鉄
を
貿
い
市
長
趙
元
儒
に
知
ら
れ
た
こ
と
が
風
土
晋
紀
に

あ
る
。
鄭
の
経
済
は
周
辺
の
農
薬
で
支
え
ら
れ
、
鄭
渾
が
太
守
の
時

に
、
農
政
に
意
を
用
い
、
果
樹
を
う
え
さ
せ
村
落
齊
整
一
の
如
く
民
、

財
を
得
、
用
足
り
ゆ
た
か
に
な
っ
た
。
（
魏
志
一
六
）
商
業
的
に
関
係

、
深
い
の
は
上
党
（
山
西
東
南
辺
）
で
、
こ
こ
の
材
木
を
き
り
だ
し
宮

室
に
供
し
た
り
（
同
一
五
梁
磯
伝
）
曹
植
が
人
を
し
て
鄭
に
到
り
上
声

の
布
五
十
疋
を
か
い
車
上
の
小
早
帷
を
作
ら
し
め
よ
う
と
し
た
が
謁

者
に
き
か
れ
な
か
っ
た
。
（
陳
思
量
集
、
馬
車
眼
表
）
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
要
す
る
に
、
魏
の
時
、
郷
は
大
都
市
と
し
て
の
形
を
充
分
に
そ
な

え
、
城
．
内
入
口
も
十
万
前
後
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
西
晋
の
時
、
郭
は
東
方
の
要
地
で
宗
室
諸
王
（
例
え
ば
晋
書
三
七
、

彰
城
王
権
、
高
密
王
琶
が
都
督
郷
城
守
諸
軍
事
と
し
て
駐
在
し
、
璽

官
（
官
奴
隷
の
役
所
）
が
お
か
れ
た
。
2
9
9
年
、
成
都
王
穎
こ
の

地
に
都
督
と
な
る
や
、
…
郷
の
人
張
扇
基
の
妖
乱
あ
り
、
ま
た
王
の
軽

卒
な
行
動
が
八
王
の
乱
を
こ
こ
に
も
波
及
さ
せ
た
。
3
0
6
年
王
は

殺
さ
れ
、
口
永
嘉
元
年
代
っ
て
赴
任
し
た
新
藥
王
勝
は
そ
の
年
五
月

に
馬
牧
師
汲
桑
に
殺
さ
れ
、
急
撃
火
に
あ
い
死
者
万
余
、
婦
女
珍
宝

が
か
す
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
第
一
次
の
打
撃
で
あ
る
、
「
3
0
8
年
、

汲
桑
の
部
下
ぞ
あ
っ
た
石
壁
が
胡
漢
の
流
民
軍
を
ひ
き
い
河
北
を
あ

ら
し
鄭
を
攻
略
、
ほ
こ
を
か
え
し
て
洛
…
陽
を
陥
れ
河
南
を
席
巻
し
、

江
南
を
ね
ら
お
う
と
し
た
が
、
幕
僚
張
賓
が
「
鄭
に
三
台
の
固
め
あ

り
、
西
は
平
陽
に
接
し
、
四
塞
山
河
、
喉
衿
の
勢
あ
り
」
と
進
言
し

た
の
を
容
れ
て
翼
州
の
平
定
を
欲
し
た
が
、
晋
将
劉
演
（
現
の
兄

子
）
流
民
軍
を
ひ
き
い
三
台
の
険
を
守
っ
て
降
ら
ず
、
紅
炉
は
石
勒

に
、
北
方
の
郡
邸
か
嚢
国
（
以
北
邪
台
県
西
南
）
が
形
勝
の
地
な
れ

ば
拠
る
べ
し
と
勧
め
、
後
者
が
え
ら
ば
れ
こ
こ
に
心
馳
．
重
柵
を
き
ず

（ro）



き
、
晋
軍
を
防
い
苓
3
1
3
年
（
建
興
起
）
に
な
り
従
子
石
虎
を

し
て
改
め
て
鄭
を
攻
め
て
成
功
し
た
。
始
め
尋
人
で
旧
来
の
同
志
桃

豹
を
魏
郡
太
守
に
任
じ
た
が
、
風
俗
殿
雑
の
地
で
あ
り
、
降
服
し
た

三
台
の
流
人
の
安
撫
に
こ
ま
り
、
晋
の
元
官
吏
の
趙
彰
を
任
ぜ
ん
と

し
た
が
、
彼
は
固
辞
し
、
石
墨
が
選
ば
れ
三
台
に
鎮
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
百
キ
ロ
へ
だ
て
て
嚢
国
と
鄭
と
は
後
趙
の
二
都
と
な
っ
た
が

そ
れ
は
石
工
に
対
し
て
石
工
が
独
立
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を

反
映
し
て
い
る
。
石
勒
は
平
原
の
烏
丸
や
山
西
の
晋
人
や
、
旧
部
下

を
嚢
国
に
移
住
さ
せ
、
前
号
邑
智
の
都
、
平
熱
を
陥
る
や
、
旧
観
室

の
渾
儀
・
楽
器
を
移
善
し
て
大
い
に
経
営
に
努
め
た
と
は
い
え
、
難

文
は
洛
陽
に
都
を
遷
す
計
画
は
も
っ
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
し
晋
書

載
記
に
3
3
0
年
、
臨
潭
（
西
晋
建
興
初
改
名
）
に
記
す
と
あ
る
の

は
通
鎌
考
異
に
よ
り
誤
り
と
さ
れ
た
。
一
方
石
虎
は
石
勒
が
端
棋
指

授
し
て
い
る
聞
、
自
ら
矢
石
に
当
軌
大
饗
の
業
を
成
し
（
晋
轡
一
〇

六
、
彼
の
雪
口
）
石
勒
は
そ
の
勢
を
加
み
、
世
子
名
弘
を
魏
郡
太
守
と

し
、
六
夷
。
五
十
四
営
禁
兵
万
人
を
す
べ
し
め
暗
に
こ
れ
に
そ
な
え

た
が
、
3
3
0
年
石
勒
死
後
、
石
虎
は
後
書
の
実
権
を
に
ぎ
り
、
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
く

3
4
年
自
立
し
た
翌
年
、
鄭
に
都
を
う
つ
し
た
。
晋
の
国
子
助
教
陸

　
　
　
　
　
三
i
七
世
紀
に
お
け
る
中
国
の
都
市
（
宮
川
）

ア
ぬ緻

の
作
と
い
う
鄭
申
記
に
彼
が
鄭
の
経
営
、
宮
殿
の
増
築
に
つ
と
の

た
様
を
の
べ
る
が
、
こ
の
書
の
一
部
に
北
齊
時
代
の
こ
と
が
ま
ぎ
れ

こ
ん
で
い
る
の
は
唐
の
馬
温
の
薄
層
故
事
の
文
の
混
入
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
へ

　
石
虎
は
中
原
に
は
を
唱
え
鄭
都
を
か
ざ
り
三
台
を
増
築
し
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

秦
の
阿
房
宮
、
魯
の
霊
光
殿
に
く
ら
ぶ
べ
き
東
西
太
武
殿
を
造
り
ぜ

へ

い
を
こ
ら
し
た
。
洛
陽
の
翁
伸
・
飛
廉
な
ど
の
装
飾
を
労
費
を
い
と

わ
ず
運
ば
せ
た
。
こ
の
大
主
事
に
多
数
の
晋
人
男
子
を
苦
役
し
、
女

子
は
で
き
上
っ
た
宮
観
の
か
ざ
る
宮
女
に
…
徴
発
さ
れ
た
。
し
か
し
万

一
に
そ
な
え
る
用
意
を
忘
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
銅
管
台
の
基
部
の

命
子
窟
に
財
宝
飲
食
を
貯
え
、
氷
井
に
天
然
氷
と
石
墨
（
石
炭
の
こ

と
、
陸
雲
の
与
兄
平
原
書
に
曹
公
が
数
＋
万
片
を
蔵
し
た
こ
と
が
見

え
る
）
と
を
蔵
し
、
あ
な
ぐ
ら
に
は
塩
害
。
粟
讐
も
あ
っ
た
。
一
方
遷

都
の
際
　
般
人
民
は
き
き
ん
に
苦
し
み
石
虎
は
細
筆
に
飢
民
の
救
済

義
務
を
お
わ
せ
、
地
方
官
に
救
荒
食
を
さ
が
さ
せ
た
。
二
石
（
勒
。

虎
）
の
時
代
、
細
図
燈
の
感
化
で
た
く
さ
ん
の
仏
寺
が
建
ち
、
城
中

に
も
郷
宮
寺
な
ど
あ
り
華
北
字
教
の
中
心
と
な
っ
た
。
石
茸
死
後
不

平
漢
人
を
ひ
き
い
た
石
車
が
城
内
胡
入
三
十
万
を
殺
し
た
こ
と
で
城

民
の
民
族
構
成
の
二
元
性
が
知
ら
れ
る
。
成
漢
の
李
寿
が
使
者
を
鄭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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三
一
七
枇
紀
に
お
け
る
串
国
の
都
市
（
宮
川
）

に
派
し
そ
の
制
に
な
ら
い
成
都
城
中
に
水
を
引
き
入
れ
た
り
宮
観
を

と
と
の
え
た
（
晋
轡
＝
二
）
こ
と
で
、
聖
人
の
修
成
し
た
鄭
の
国
部

プ
ラ
ン
が
地
方
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
が
判
る
。
最
後
に
鄭
と
裏

国
と
を
結
ぶ
街
道
に
四
＋
里
ご
と
に
一
宮
を
立
て
夫
人
一
人
つ
つ
を

侍
女
や
宿
衙
と
共
に
住
わ
せ
た
こ
と
は
、
こ
の
記
事
の
示
す
ご
と
き

お
ご
り
の
事
だ
け
で
な
く
、
後
勘
の
国
家
が
二
都
を
結
ぶ
幹
線
を
軸

と
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
　
一
二
国
六
朝
の
諸
国
墨
壷
か
一
収
治
上

の
首
都
と
軍
監
上
の
い
わ
ば
副
都
と
を
結
ぶ
交
通
幹
線
を
整
え
た
先

例
に
は
隣
県
が
成
都
と
衆
中
を
結
ぶ
道
路
に
館
下
亭
障
四
百
余
区
を

つ
ぐ
つ
た
（
蜀
志
）
こ
と
あ
り
、
鄭
に
つ
い
て
い
え
ば
魏
の
時
は
洛

陽
と
、
北
界
の
時
は
下
都
で
あ
る
晋
陽
と
の
交
通
が
重
要
で
あ
っ
た
。

南
朝
諸
国
家
の
建
康
と
靴
墨
ま
た
は
江
陵
な
ど
と
の
関
係
も
、
荊
・

揚
二
州
の
国
家
全
体
に
お
け
る
役
割
に
拡
大
さ
せ
て
考
え
ら
れ
る
。

　
後
々
の
後
、
鄭
は
前
燕
の
都
、
前
秦
。
後
燕
領
と
な
り
慕
容
徳
は

後
燕
の
末
、
こ
の
地
の
四
万
三
千
戸
と
車
二
万
七
千
乗
と
を
も
っ
て

滑
ム
ロ
（
河
幽
閑
省
一
）
に
∵
う
つ
っ
た
。
（
十
六
国
取
秋
輯
補
五
八
）
北
細
御
で
は

相
州
治
と
な
り
、
か
つ
て
三
光
が
孝
文
帝
に
勧
め
た
三
都
の
夢
は
東

魏
孝
瀞
帯
の
蒋
、
こ
の
地
か
ら
起
つ
た
軍
閥
旧
歓
の
実
権
の
下
に
輿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

現
し
た
。
葦
垣
に
ぽ
郷
・
剥
染
二
県
単
が
お
か
れ
、
・
墨
髭
民
は
城
西

百
里
に
移
さ
れ
、
新
た
に
洛
陽
か
ら
移
っ
た
民
を
城
内
に
住
わ
せ
そ

の
中
に
は
代
遷
の
鮮
卑
戸
も
多
く
、
京
城
四
面
諸
坊
の
外
三
十
里
内

を
公
田
と
し
て
か
れ
ら
に
給
し
た
。
洛
陽
の
宮
殿
を
こ
わ
し
て
鄭
に

運
び
南
城
周
り
二
十
五
里
を
増
築
し
、
潭
水
に
長
呼
を
つ
く
り
、
ま

た
渠
を
う
が
ち
か
ん
が
い
に
用
い
硬
禮
が
す
え
ら
れ
た
。
（
北
齊
警
一

八
．
北
向
五
四
．
高
隆
之
伝
）
丈
宣
帝
は
三
台
を
増
築
し
そ
の
高
楼
は

遠
く
か
ら
望
見
さ
れ
た
。
後
主
の
時
に
三
台
は
大
興
聖
寺
に
寄
進
さ

れ
た
。
丈
宣
帝
以
後
、
土
木
と
軍
事
の
費
用
か
さ
み
城
民
に
店
麟
の

税
が
課
せ
ら
れ
た
。
一
般
民
の
く
る
し
む
反
面
に
権
力
者
や
こ
れ
に

寄
生
す
る
分
子
の
し
ゃ
し
が
高
ま
り
風
俗
韮
・
美
に
な
っ
た
。
当
時
、

晋
陽
と
の
交
通
が
盛
ん
で
」
寒
食
の
如
き
風
習
が
郷
の
方
へ
伝
わ
っ

た
・
北
齊
の
時
繁
華
だ
つ
た
郷
は
北
周
が
北
齊
を
亡
ぼ
す
と
き
と

（
5
7
7
）
、
北
画
の
細
線
塗
壁
が
ご
こ
に
よ
り
反
し
楊
堅
に
亡
ぼ
さ

れ
る
時
、
　
（
5
8
0
）
建
築
物
の
破
壊
と
住
民
の
移
転
と
に
よ
り
大

打
撃
を
う
け
階
以
後
は
一
見
る
か
げ
も
な
く
な
っ
た
。

二
　
遊
牧
民
族
の
国
都
経
回
起
つ
い
て

（42）



　
六
朝
の
時
、
著
し
い
の
は
北
方
遊
牧
民
族
が
中
原
に
入
り
こ
ん
で

農
業
皇
族
で
あ
る
漢
人
を
支
配
す
る
や
草
原
の
生
活
様
式
を
変
容
さ

せ
つ
つ
漢
族
の
都
城
生
活
を
と
り
い
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
五
胡

民
族
の
建
都
、
一
そ
れ
は
漢
族
に
よ
り
立
て
ら
れ
、
の
ち
荒
廃
し
た

都
城
を
修
復
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
新
し
い
胡
風
も
多
少
と
も
加
わ

っ
て
い
る
。
元
来
漢
民
族
は
城
を
造
る
民
族
で
あ
っ
て
、
そ
の
開
拓

の
路
線
は
城
郭
の
分
布
に
よ
っ
て
た
ど
ら
れ
る
。
こ
の
城
郭
国
の
北

方
に
「
水
草
を
逐
う
て
遷
徒
し
、
披
郭
常
処
、
耕
田
の
業
な
し
。
然

れ
ど
も
亦
各
々
分
地
あ
り
」
（
甲
斐
旬
奴
伝
）
と
い
わ
れ
る
ご
と
き

「
行
配
し
が
あ
っ
た
。
中
国
に
接
す
る
地
帯
の
半
農
半
牧
の
民
族
は

城
居
を
ま
な
ぶ
に
至
る
。
今
の
甘
粛
省
慶
陽
を
中
心
に
し
た
義
豊
国

は
初
め
山
谷
に
分
散
し
て
い
た
が
秦
に
亡
ぼ
さ
れ
る
時
に
は
二
十
五

城
を
有
し
で
い
た
。
後
漢
書
西
域
伝
に
は
国
名
の
下
に
城
に
治
す
と

書
く
竜
の
と
谷
に
治
す
と
書
く
竜
の
と
あ
る
。
後
者
は
い
わ
ゆ
る

「
山
谷
に
因
り
て
城
池
と
な
し
、
水
草
に
因
り
て
倉
庫
と
な
す
」

（
輿
記
何
奴
伝
翠
玉
帝
の
時
、
丈
単
の
臣
の
議
）
落
居
国
の
如
く
冬
は
楽

越
匿
の
地
、
即
ち
良
好
な
牧
地
に
、
夏
は
卑
關
城
に
到
る
も
の
も
あ

る
。
長
城
を
境
と
し
て
北
に
引
弓
の
国
、
南
に
冠
帯
の
室
あ
り
対
抗

　
　
　
　
　
三
一
七
世
紀
に
灘
け
る
中
国
の
都
市
（
宮
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ち
に

し
、
そ
の
戦
法
も
、
前
者
は
コ
頭
別
衝
突
し
乍
ち
嵐
て
乍
ち
入
り
竪

戦
す
る
能
は
ず
．
一
（
北
奥
高
唱
伝
）
後
者
は
「
弁
を
う
が
ち
城
を
築
き

楼
を
治
め
て
穀
を
納
む
」
（
衛
律
が
単
子
に
献
議
し
た
言
、
漢
．
書
甲
奴
伝
）

と
い
う
機
動
性
に
と
む
野
戦
と
守
城
ま
た
は
八
陣
の
法
の
如
き
陣
地

戦
（
北
史
刀
雍
伝
参
照
）
と
の
差
が
あ
っ
た
。

　
遊
牧
民
族
が
城
に
居
る
こ
と
に
な
れ
ず
こ
れ
を
却
っ
て
危
険
視
す

る
に
対
し
、
農
耕
民
族
が
堅
固
な
城
に
よ
レ
防
備
を
一
部
の
兵
隊
に

ま
か
せ
て
安
心
し
て
い
る
相
違
と
、
し
か
竜
遊
牧
民
族
の
社
会
の
内

部
発
展
に
よ
り
強
力
な
氏
族
の
族
長
を
中
心
と
す
る
公
権
力
が
生
じ
、

族
長
が
｝
）
ユ
旨
塁
義
甲
銭
唱
轟
。
ω
の
状
態
か
ら
専
制
君
主
化
し
、
多
…
数

の
附
従
者
・
奴
隷
を
一
手
に
に
ぎ
り
、
農
耕
民
を
征
服
し
そ
の
都
市

を
占
領
し
、
ゆ
た
か
な
物
質
文
化
を
享
受
す
る
に
至
る
過
程
は
東
ア

ジ
ア
で
は
は
っ
き
り
と
は
ま
ず
五
胡
の
社
会
に
お
い
て
見
ら
れ
る
が
、

西
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
イ
ブ
．
ン
八
ル
ド
ウ
ン
の
実
例
の
鍛
周
（
世
界
皮
）

序
説
第
二
巻
第
四
編
…
「
村
落
・
町
。
都
市
、
そ
の
他
定
住
民
の
居
住

地
、
及
び
そ
こ
に
現
わ
れ
る
状
態
、
予
備
的
及
び
補
足
的
考
察
」
に

お
い
て
の
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
事
情
に
あ
て
は
め
く
ら

べ
て
み
・
て
恩
鮮
味
深
い
も
の
ノ
し
毒
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
興
三

（　t13　）



　
　
　
　
　
三
－
七
世
紀
に
お
け
る
中
願
の
魏
布
（
宮
川
い

　
帝
国
が
確
立
さ
れ
て
都
城
が
で
き
る
。
漂
泊
昆
の
中
に
幸
福
と
休

息
の
え
ら
れ
る
定
住
へ
の
欲
求
が
生
じ
、
不
充
分
で
あ
っ
た
丈
明
状

態
を
完
成
し
、
荷
を
下
す
場
所
を
考
え
る
。
看
官
を
防
衛
し
、
寺

院
。
殿
堂
を
建
て
都
城
に
お
け
る
瀞
穏
と
安
楽
を
う
る
た
め
に
は
君

主
が
強
い
権
力
を
集
中
し
、
強
制
…
徴
発
に
せ
よ
報
酬
を
与
え
る
に
せ

よ
多
く
の
労
働
者
を
集
め
、
技
術
を
用
い
、
材
料
を
運
び
、
健
康
に

よ
く
水
源
・
用
材
・
．
燃
料
・
牧
草
の
え
や
す
い
位
置
を
え
ら
ん
で
、

数
代
か
か
つ
て
も
大
都
市
を
造
る
こ
と
を
要
す
る
。
都
市
の
規
模
や

繁
栄
は
王
朝
の
そ
れ
と
比
例
す
る
一
人
口
は
善
政
に
よ
り
ふ
え
、
悪

政
に
よ
り
へ
る
が
．
都
市
人
口
の
減
少
は
ま
ず
周
辺
の
山
岳
や
平
原

蔑
に
よ
り
補
充
さ
れ
る
。
こ
の
人
口
流
入
が
つ
き
る
と
都
市
を
守
る

壮
丁
な
く
市
民
も
逃
亡
し
、
と
の
都
城
を
建
て
た
と
は
別
の
民
族
が

代
っ
て
主
入
と
な
る
。
後
者
は
既
存
設
備
を
補
足
し
新
し
い
も
の
を

附
加
し
、
他
の
城
郭
都
市
に
よ
り
抵
抗
す
る
敵
人
を
た
お
す
た
め
に

そ
の
屈
強
の
よ
り
所
で
あ
る
都
城
の
破
壊
を
行
う
。
し
か
し
ら
く
だ

を
か
う
遊
牧
ア
ラ
ブ
人
は
都
市
経
営
を
得
意
と
せ
ぬ
。
宅
地
や
有
蹄

類
家
畜
の
牧
…
場
を
考
慮
に
い
れ
ず
土
木
建
築
の
技
術
が
乏
し
く
、
穀

物
を
交
易
で
獲
る
こ
と
の
み
を
考
え
耕
地
を
近
く
に
開
か
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
殴

遊
牧
民
が
ア
サ
ビ
ヤ
（
氏
族
精
神
）
を
堅
持
し
た
開
は
山
上
の
小
村

に
住
む
に
甘
ん
じ
る
が
都
市
生
活
を
つ
づ
け
る
中
に
血
統
の
純
粋
を

失
い
貴
さ
を
忘
れ
名
目
上
の
家
柄
の
み
を
ほ
こ
る
。
宗
教
心
に
み
・
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
時
は
素
朴
で
正
常
な
生
滑
基
準
を
守
り
、
粗
末
な
ご
つ
ご
つ
し
た

都
・
市
に
住
む
が
、
奢
修
の
心
が
め
ば
え
る
と
都
市
は
美
化
さ
れ
る
が

国
家
衰
え
、
結
局
都
市
も
滅
ん
で
し
ま
う
。

　
こ
の
一
般
的
仙
陳
述
を
東
ア
ジ
ア
で
証
明
す
る
ご
と
き
は
梯
登
団
時
代
、

の
胡
族
の
都
市
建
設
で
あ
る
。
北
魏
を
立
て
た
鮮
卑
拓
基
部
の
前
史

を
み
れ
ば
遊
牧
民
の
都
城
生
活
へ
移
る
際
の
か
っ
と
う
が
伺
わ
れ
る
。

魏
書
世
紀
に
信
拠
推
寅
の
七
代
の
孫
、
献
帝
隣
（
推
寅
と
も
い
う
）

が
神
人
の
告
に
よ
り
都
邑
を
立
て
ん
と
し
、
位
を
そ
の
子
聖
武
帝
詰

扮
に
授
け
、
高
彫
の
山
谷
を
め
ぐ
り
旬
奴
の
故
地
に
で
た
と
い
う
。

壇
石
塊
（
1
3
5
i
1
8
0
）
に
服
属
し
た
西
部
大
人
の
一
人
と
し

て
魏
志
に
見
え
る
推
演
は
け
だ
し
献
帝
に
当
る
竜
の
か
。
朝
比
能
が

三
世
紀
初
、
鮮
卑
を
再
統
一
し
三
国
の
乱
を
さ
け
る
中
国
人
を
収
容

し
漢
文
化
を
採
用
し
た
後
を
う
け
、
諮
沿
の
子
、
神
元
帝
力
微
（
2

2
6
－
2
7
7
）
は
2
5
8
年
絶
筆
の
盛
楽
に
よ
P
、
そ
の
孫
、
狩

盧
は
3
1
3
年
に
盛
楽
及
び
平
城
に
漢
風
の
城
を
き
づ
き
、
そ
の
行

（4嵯）



動
も
専
制
君
主
的
で
あ
っ
た
。
3
1
7
年
立
つ
た
平
文
欝
欝
律
（
ヵ

微
の
曹
孫
）
も
縮
化
政
策
を
と
り
、
東
密
に
欺
を
送
り
中
原
の
耕
地

に
進
出
せ
ん
と
し
た
。
こ
の
二
代
の
頃
、
狩
盧
の
兄
、
桓
帝
狩
魅
の

皇
后
本
圃
一
派
は
保
守
的
で
、
平
丈
帝
を
殺
し
、
恵
帝
賀
褥
を
立
て
、

東
木
根
山
に
本
拠
を
う
つ
し
た
。
平
交
帝
の
子
、
烈
帝
騎
櫨
は
ま
た

漠
化
政
策
を
と
り
、
石
塁
の
都
の
鄭
に
兄
の
昭
成
帝
什
翼
腱
と
滞
在

し
た
経
験
も
あ
り
、
盛
撃
放
城
東
南
に
新
し
く
城
を
き
づ
き
、
ま
た

諸
大
人
を
戯
す
る
専
制
的
行
動
が
あ
っ
た
。
3
3
9
年
、
代
王
の
位

に
つ
い
た
昭
成
帝
が
湿
源
（
山
西
朔
県
）
に
平
せ
ん
と
す
る
や
母
后

王
氏
は
「
わ
が
国
は
上
世
よ
り
鼻
聾
を
業
と
す
。
今
事
難
き
の
後
、

基
業
未
だ
固
か
ら
ず
。
も
し
郭
し
て
居
ら
ば
一
旦
冠
来
る
と
も
に
わ

か
に
響
動
し
が
た
し
」
と
反
対
し
た
。
こ
れ
を
見
て
電
拓
蹟
部
内
で

は
保
守
i
遊
牧
生
活
礼
讃
1
－
諸
大
人
合
議
－
郡
城
嫌
悪
と
進

歩
－
農
耕
生
活
へ
の
志
向
－
専
制
君
主
－
都
城
建
設
の
二
潮

流
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
。
昭
成
帝
一
代
も
結
局
こ
の
二
派
の
争
い

に
終
り
、
国
人
の
絹
へ
の
需
要
高
ま
り
、
晶
不
足
に
な
や
む
と
い
う

顕
著
な
漢
才
の
あ
と
を
見
る
の
ぞ
あ
る
。
か
く
て
代
国
は
一
時
独
立

を
失
い
前
秦
の
治
下
に
入
っ
た
が
、
こ
れ
を
復
興
し
た
道
武
帝
珪
は

　
　
　
　
　
三
一
七
世
紀
に
お
け
る
中
国
の
都
市
ハ
宮
州
）

平
城
を
経
営
し
国
人
や
慕
容
空
士
の
雑
夷
、
漢
人
の
百
工
伎
量
や
農

民
、
漁
人
を
移
住
さ
せ
、
遊
牧
民
に
も
畿
内
の
囹
を
分
給
し
た
。
南

齊
書
．
魏
虜
伝
に
胡
族
の
都
、
平
城
の
さ
ま
を
く
わ
し
く
の
べ
る
が
、

い
ろ
い
ろ
建
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
宮
城
に
楼
・
女

旛
は
あ
る
が
、
門
に
愚
な
ぐ
城
に
逝
な
く
、
天
子
・
皇
后
。
妃
妾
の

居
所
や
倉
庫
は
土
屋
で
あ
る
。
た
だ
し
食
糧
を
た
く
わ
へ
る
鞍
は
八
、

十
余
あ
り
、
一
所
に
米
と
穀
と
半
々
に
四
千
斜
を
収
め
る
と
い
う
。

異
る
種
族
や
身
分
の
者
が
居
住
し
て
い
る
の
で
治
安
対
策
は
ゆ
き
と

ど
き
、
王
公
や
富
め
る
庶
人
に
隷
属
し
そ
の
戸
内
に
住
む
工
巧
は
そ

の
主
人
に
申
告
を
命
じ
う
姦
民
（
太
武
帝
の
時
に
は
沙
門
巫
師
も
含

む
）
混
入
を
防
い
だ
。
士
庶
に
よ
り
層
住
地
の
区
別
が
あ
っ
た
ご
と

は
、
南
朝
の
建
康
ぞ
士
庶
同
伍
が
問
題
に
な
っ
た
の
と
対
超
的
で
あ

る
。
六
七
十
乃
至
四
五
百
家
は
一
子
を
な
し
、
坊
に
巷
あ
り
、
常
に

捜
検
を
行
い
、
宮
城
三
里
内
に
す
み
、
軍
戌
に
属
し
な
い
民
は
蘭
上

中
丞
御
史
の
監
督
を
う
け
て
い
る
。

　
孝
文
帝
の
特
車
十
七
年
（
4
9
3
）
の
洛
陽
遷
都
は
実
に
遊
牧
民

の
都
城
民
化
を
完
成
さ
せ
た
も
の
ぞ
み
る
弓
永
嘉
五
年
（
3
1
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
お
ま

以
来
、
洛
陽
は
官
署
里
閥
、
挙
り
て
茂
草
と
な
り
、
長
安
の
様
に
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五

（　aJr　）



　
　
　
　
三
一
－
七
世
紀
に
謝
け
る
中
圃
の
都
市
（
営
規
）

胡
の
都
と
し
て
修
復
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
わ
ず
か
に
西
北
隅
の
金

塘
城
（
西
晋
時
代
政
治
犯
の
収
容
所
と
し
て
倫
敦
塔
の
そ
れ
に
も
に

た
一
介
を
も
つ
）
が
南
北
の
勢
力
の
争
点
と
な
っ
て
い
た
。
孝
文
帝

遷
洛
の
理
由
は
平
城
に
よ
る
鮮
卑
旧
勢
力
の
一
掃
、
明
元
素
の
時
、

冠
讃
之
（
天
師
｛
魅
謙
之
の
兄
）
が
河
南
三
郡
を
ひ
き
い
降
っ
て
か
ら

魏
領
と
し
て
確
保
さ
れ
た
こ
の
地
を
都
に
す
る
こ
と
に
よ
り
南
朝
を

圧
迫
す
る
こ
と
、
即
ち
精
神
的
に
は
漢
文
化
の
全
面
採
用
、
物
質
的

に
は
農
耕
国
家
的
体
制
の
整
頓
、
で
あ
ろ
う
。
帝
の
こ
の
意
志
に
対

す
る
反
動
は
、
　
「
冬
は
南
に
練
り
、
夏
は
北
に
還
る
」
と
膏
が
言
っ

た
と
い
う
う
わ
さ
の
流
布
、
世
宗
の
時
に
竜
還
北
の
流
言
あ
り
、
洛

陽
の
代
入
が
田
地
家
屋
を
う
り
は
ら
っ
た
こ
と
（
魏
害
一
五
元
暉
伝
）

な
ど
に
現
わ
れ
る
。
4
9
4
年
、
韓
顕
宗
の
洛
陽
経
営
に
関
す
る
上

言
に
、
道
武
帝
の
制
を
守
り
、
士
、
庶
を
雑
居
さ
せ
ず
、
風
教
を
維
持

せ
よ
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
都
市
風
明
の
害
悪
が
強
く
感
ぜ
ら
れ
て

き
だ
こ
と
を
知
る
。
ま
た
当
時
平
城
に
お
い
て
も
鮮
寄
人
蟹
隈
の
お

ご
り
甚
し
い
と
彼
は
の
べ
て
い
る
。

　
北
魏
の
国
都
経
営
と
宇
戸
と
国
俗
喪
失
の
過
程
を
も
つ
と
速
く
す

ま
せ
た
と
・
も
い
う
べ
き
は
夏
の
赫
連
氏
の
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
属
地

　
赫
連
勃
々
の
曾
祖
父
の
劉
武
は
四
世
紀
初
め
山
西
省
祈
県
酉
に
当

る
難
盧
川
に
薫
り
劉
聡
か
ら
宗
室
の
待
遇
を
う
け
た
。
そ
の
孫
、
衛

辰
は
符
堅
に
属
し
3
7
7
年
頃
、
代
東
城
（
紐
墨
東
勝
）
に
屯
し
、

乞
伏
・
禿
髪
な
ど
河
西
鮮
卑
の
諸
虜
を
督
し
た
。
、
勃
へ
も
後
面
銚
鍛
ハ

に
属
し
高
平
に
飛
し
三
交
款
（
紐
遠
巴
六
百
碩
附
近
）
の
五
部
野

卑
・
朝
里
を
管
理
し
た
。
つ
ま
り
赫
連
氏
は
部
族
組
織
は
保
っ
て
い

た
が
、
前
後
秦
の
如
く
既
に
中
原
を
占
有
し
城
郭
生
活
を
採
用
し
て

い
る
国
に
附
属
し
、
そ
の
治
下
の
諸
遊
牧
民
を
監
督
す
る
べ
く
城
を

与
え
ら
れ
て
い
た
。
嘉
辰
は
符
緊
に
用
地
を
求
め
春
去
り
秋
来
る
を

約
し
た
と
い
う
か
ら
移
動
的
農
業
を
営
ん
で
い
た
ら
し
く
、
城
居
を

必
ず
し
も
利
と
し
な
い
。
故
に
勃
女
は
4
0
6
年
自
立
し
銚
興
に
反

旗
を
掲
げ
た
時
、
諸
将
が
「
険
を
固
め
ま
ず
長
安
を
と
り
、
山
川
沃

饒
の
高
平
に
都
せ
よ
」
と
説
い
た
の
に
対
し
、
「
も
し
専
ら
一
城
を

固
め
た
ち
敵
は
力
を
あ
わ
せ
攻
め
て
く
る
か
ら
我
は
か
な
わ
な
い
、

も
し
雲
悪
風
馳
そ
の
不
意
に
出
で
、
前
を
救
え
ば
そ
の
後
を
う
ち
、

後
を
救
え
ば
そ
の
前
を
う
ち
、
敵
を
し
て
奔
命
に
疲
ら
せ
た
ら
き
っ

と
勝
つ
。
昔
、
黄
帝
も
ニ
ナ
年
遷
居
常
な
し
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と

答
え
た
。
勃
六
の
機
動
遊
撃
部
隊
は
は
た
し
て
後
秦
の
領
土
を
あ
ら

（46）



し
ま
わ
り
城
門
ひ
る
閉
す
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
結

果
え
た
敵
の
捕
虜
を
収
容
す
る
の
に
朔
方
の
大
城
そ
の
他
の
城
を
利

用
し
、
4
1
3
年
に
至
り
、
今
の
楡
…
林
西
方
の
塞
外
の
地
に
統
万
城

を
建
設
し
、
劉
を
改
め
豊
満
氏
を
称
し
4
1
8
年
、
長
安
を
占
領
し

南
台
を
お
い
た
．
統
万
城
は
彼
の
死
後
、
北
斗
太
武
帝
に
お
と
さ
れ

た
が
、
城
の
高
さ
十
似
、
基
厚
三
十
歩
、
上
広
十
歩
、
宮
旛
五
似
、

丹
青
を
か
ざ
っ
た
飛
閣
連
っ
て
い
た
。
太
武
帝
が
小
ざ
い
国
で
立
派

す
ぎ
る
城
を
つ
く
っ
た
の
が
減
上
の
因
だ
と
雷
つ
た
如
く
、
赫
連
氏

の
建
都
と
興
亡
と
は
遊
牧
民
盛
衰
の
好
い
例
で
あ
る
、

　
鮮
卑
紫
黒
氏
の
場
合
は
一
層
ゆ
る
や
か
な
過
程
を
た
ど
る
。
慕
容

部
は
大
凌
河
と
礫
河
（
濡
水
）
下
流
域
の
聞
に
よ
り
、
北
に
接
し
て

段
氏
、
そ
の
北
に
宇
文
氏
が
い
た
。
2
9
4
年
、
詳
覧
魔
が
大
棘
城

に
よ
っ
て
か
ら
農
桑
に
な
ら
い
中
国
風
の
法
制
を
定
め
、
宇
文
部
の

来
攻
に
対
し
堅
守
し
て
退
け
た
と
い
い
城
砦
に
な
れ
て
き
た
こ
と
が

判
る
。
あ
た
か
も
西
民
謡
の
乱
を
さ
け
漢
人
が
遼
東
方
面
に
来
住
し
、

彼
は
東
町
の
都
督
邊
左
降
夷
流
人
事
と
い
う
官
号
を
う
け
、
流
民
の

出
　
身
地
に
よ
り
郡
を
立
て
安
住
さ
せ
た
。
漢
族
の
関
外
移
住
が
鮮
卑

に
城
居
を
教
え
た
こ
と
想
像
に
か
た
く
な
い
。
3
3
3
年
、
魔
死
し

　
　
　
　
　
三
一
－
七
世
鵜
に
お
け
る
串
国
の
都
市
（
宮
川
）

子
の
酌
凱
が
立
ち
、
宇
文
部
を
う
ち
楡
…
陰
・
安
晋
二
妓
を
き
つ
い
た
が
、

こ
の
頃
、
段
氏
も
そ
の
東
境
に
乙
連
城
を
き
づ
き
、
慕
容
氏
の
柳
城

（
朝
陽
）
を
攻
め
る
の
に
飛
梯
地
道
を
つ
く
っ
た
と
い
い
、
全
く
漢

人
の
戦
法
を
用
い
て
い
る
。
3
3
7
年
、
燕
王
を
称
し
、
柳
城
を
攻

め
龍
城
と
し
3
4
2
年
、
こ
こ
に
遷
都
し
た
。
漢
人
陽
裕
を
し
て
宗

廟
宮
畷
を
建
て
、
江
南
の
桑
種
を
輸
入
し
、
牧
牛
を
貧
農
に
給
し
、

薪
附
の
民
を
周
辺
に
う
つ
し
国
都
の
経
済
の
基
を
た
て
た
。
3
5
0

年
、
そ
の
子
の
僑
の
代
に
繭
城
を
都
と
し
た
。
3
5
7
年
、
後
趙
の

内
乱
を
み
て
と
り
郵
に
遷
っ
た
。
鮮
影
響
掲
三
千
余
戸
は
和
龍
（
龍

城
）
か
ら
こ
こ
に
う
つ
り
、
銅
爵
台
を
復
旧
し
一
族
の
た
め
小
学
を

立
て
た
。

　
暴
論
氏
の
建
て
た
国
で
は
、
ほ
か
に
芝
之
（
慕
容
体
V
が
中
山
。
龍

城
に
、
南
燕
（
慕
聖
徳
）
が
広
固
に
、
西
燕
（
慕
容
永
）
が
長
子
（
山

西
）
に
果
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
乱
離
の
聞
、
主
権
者
の
移
動
に
伴

い
城
に
住
ん
だ
族
人
や
一
般
民
も
つ
い
て
移
動
し
、
薪
た
な
都
城
に

入
る
と
い
う
様
に
都
市
人
口
の
流
動
混
和
が
は
げ
し
か
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
聞
に
北
族
の
純
血
が
み
だ
れ
部
族
的
統
制
も
と
れ
な
く
な
り

慕
八
部
は
全
く
漢
文
化
の
中
に
没
入
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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三
i
七
一
紀
に
お
け
る
申
国
の
都
市
（
宮
川
）

　
五
胡
時
代
に
河
西
。
騰
右
の
地
は
夏
。
西
秦
。
五
涼
の
七
国
の
め

ま
ぐ
る
し
い
抗
争
の
地
と
な
っ
た
が
そ
の
中
心
は
古
製
（
武
威
・
賀

州
）
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
こ
の
地
帯
は
甘
粛
省
と
そ
れ
を
南

北
か
ら
か
こ
む
青
海
。
寧
夏
の
一
二
省
ぞ
、
モ
ン
ゴ
ル
・
ト
ル
コ
系
の

草
原
遊
牧
民
と
チ
ベ
ッ
ト
系
高
原
遊
牧
民
の
交
渉
す
る
所
で
あ
り
、

か
つ
中
国
と
西
域
と
の
通
票
と
し
て
商
業
上
の
要
地
で
あ
る
。
紅
軍

は
「
其
城
本
飼
奴
の
築
く
所
な
り
」
（
晋
書
八
六
・
張
軌
伝
）
と
い
い

ま
た
「
秦
の
月
氏
戌
の
拠
る
所
、
旬
奴
こ
れ
を
蓋
怯
臆
と
い
う
」
（
酉

河
隔
事
）
と
あ
る
如
く
、
漢
族
の
建
て
た
城
で
な
く
、
頭
尾
に
両
翅

の
如
き
角
が
あ
り
方
形
で
な
い
。
西
秦
末
、
張
軌
こ
こ
に
拠
り
、
そ

の
曾
孫
駿
は
涼
王
と
な
り
、
城
外
四
面
に
四
城
を
き
づ
き
二
十
二
門

あ
り
、
南
城
の
謙
光
殿
は
五
彩
で
か
ざ
り
金
玉
の
悪
巧
を
き
わ
め
、

殿
の
四
面
に
さ
ら
に
四
殿
を
つ
く
り
四
季
ご
と
に
順
々
に
遊
幸
し
た

と
い
う
。
溝
渠
逓
じ
水
利
よ
く
良
田
あ
り
、
倉
庫
に
米
を
貯
え
き
き

ん
に
は
放
出
し
た
。
飛
型
滅
び
て
の
ち
後
涼
の
国
都
に
な
っ
た
が
、

そ
の
末
年
、
後
秦
・
沮
渠
（
北
涼
）
。
禿
髪
（
南
涼
）
の
侵
入
を
う

け
、
き
き
ん
に
苦
し
ん
だ
。
し
か
し
河
西
一
都
の
会
と
し
て
形
勝
の

地
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
南
北
涼
が
こ
の
城
の
奪
取
を
争
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

と
で
判
る
。
沮
黒
氏
は
強
い
氏
族
精
神
を
保
持
し
つ
つ
城
鳩
の
利
用

に
も
早
く
か
ら
な
れ
て
い
た
。
禿
髪
氏
も
四
世
紀
末
に
は
部
族
が
農

桑
に
従
い
、
愛
川
（
西
寧
の
西
Y
楽
都
（
磯
伯
）
・
西
平
（
西
寧
）
に

城
乏
し
利
鈍
孤
の
時
に
姑
賊
を
占
領
し
た
。
し
か
し
こ
の
時
、
将
軍

鍮
勿
喩
が
「
昔
は
城
邑
な
く
て
天
下
に
威
を
振
っ
た
が
、
今
や
楽
土

に
寧
饗
し
、
倉
府
の
粟
罵
は
敵
人
の
志
を
生
ぜ
し
め
る
。
晋
人
を
諸

城
に
お
き
農
桑
を
勧
課
し
軍
国
の
用
に
供
せ
し
め
、
わ
れ
ら
は
専
ら

戦
法
に
習
い
、
敵
強
け
れ
ば
う
つ
り
て
そ
の
鋒
を
さ
け
る
が
よ
い
」

と
い
っ
た
が
典
型
的
な
遊
牧
民
支
配
者
の
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
が

傳
檀
の
代
に
な
る
と
、
楽
都
に
大
城
を
き
つ
い
て
「
王
侯
設
険
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
も

自
ら
固
む
る
は
先
王
の
制
に
て
人
を
安
ん
じ
衆
を
衛
り
不
虞
に
預
備

す
る
」
と
漢
族
の
古
典
を
ひ
き
弁
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
比
す
る
と

西
秦
を
建
て
た
乞
伏
氏
は
河
谷
や
山
岳
を
転
々
し
、
国
労
・
乾
帰
の

時
、
愛
川
・
勇
士
二
巴
に
よ
っ
た
が
、
こ
の
城
を
う
ば
わ
れ
て
も
な

お
部
族
団
結
を
保
ち
、
度
堅
山
に
よ
り
附
近
の
牧
地
を
支
配
し
、
再

び
勢
力
を
も
り
か
え
す
と
都
城
を
攻
略
し
、
郡
県
の
漢
人
や
征
脹
し

た
他
部
族
を
こ
こ
に
移
住
さ
せ
、
城
居
の
安
全
を
欲
し
た
。

　
よ
う
す
る
に
、
三
国
六
朝
の
頃
、
漢
族
社
会
内
部
の
混
乱
に
加
え

（48）



て
北
西
…
遊
牧
民
の
侵
入
が
中
国
の
都
市
の
個
々
の
盛
衰
に
対
し
て
は

も
ち
ろ
ん
、
都
市
の
機
能
や
城
民
生
活
の
様
相
に
も
か
な
り
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
為
政
者
の
意
思
の
ま
ま
に
千
里
を
こ
え
異
郷
の
城
郭
に

収
容
さ
れ
、
ま
た
は
農
村
を
す
て
安
全
な
城
壁
内
に
流
入
し
た
漢
胡

の
人
民
は
く
り
か
え
さ
れ
る
移
動
の
後
、
地
域
を
共
に
す
る
城
罠
と

い
う
集
団
を
形
成
し
た
。
本
論
で
は
言
及
し
え
な
い
が
、
建
康
や
長

安
な
ど
の
例
か
ら
見
て
城
民
は
何
ら
市
民
的
自
治
は
も
た
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

が
、
い
わ
ゆ
る
お
ひ
ざ
も
と
の
民
と
し
て
田
野
の
民
に
は
な
い
恩
恵

を
う
る
と
同
時
に
特
別
な
負
担
を
も
有
し
た
。
漢
意
の
里
と
い
う
都

市
農
村
を
通
ず
る
集
団
が
、
後
者
ぞ
は
村
と
よ
ば
れ
た
ご
と
く
、
前

者
ぞ
は
坊
と
も
俗
称
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
（
洛
陽
伽
藍
記
）
坊
と
は

治
安
維
持
の
必
要
か
ら
き
つ
い
た
か
き
を
指
す
。
2
9
2
年
、
長
安

令
に
赴
任
し
た
潜
岳
の
西
征
賦
（
丈
選
十
）
に
当
時
の
長
安
が
街
里

瀟
条
、
邑
居
散
逸
、
市
場
も
倉
庫
も
役
所
も
貧
弱
ぞ
城
の
片
隅
に
葉

り
、
そ
れ
で
も
回
申
は
雑
踏
し
、
華
夷
の
士
女
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て

い
る
様
を
の
べ
、
漢
代
の
栄
華
と
整
齊
を
幻
の
ご
と
く
回
想
し
、
長

安
σ
没
落
は
政
治
の
失
敗
に
あ
る
と
断
じ
、
自
分
は
都
市
復
興
の
才

能
は
な
く
、
た
だ
無
欲
の
心
を
以
て
政
に
の
ぞ
み
罪
を
免
れ
え
ば
よ

　
　
　
　
　
三
－
七
世
紀
に
お
け
る
申
国
の
都
市
（
宮
川
）

う
し
い
、
礼
楽
の
如
き
は
将
来
の
賢
者
を
待
望
す
る
の
み
と
結
言
し

て
い
る
。
彼
の
待
望
は
け
だ
し
漢
文
化
の
伝
統
と
胡
族
精
神
の
貫
入

と
を
総
合
し
た
階
唐
の
都
城
経
営
に
よ
り
三
百
年
後
に
こ
た
え
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
附
記
本
稿
、
特
に
コ
ご
は
昭
和
二
十
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ

　
る
研
究
の
一
部
の
発
表
で
あ
る
．
、

…

例
　
会
　
子
　
告

山ハ

試
R
一
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
於
　
陳
列
館
第
二
教
室

申
国
先
史
時
代
の
一
問
題

　
ー
ア
ン
ダ
ー
ソ
ソ
の
甘
心
六
期
目
つ
い
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
長
治

初
期
庄
園
の
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
俊
　
男
　
氏

’
四
夷
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into　humanity　ft．　s　well　as　in　his　deep　seLf－consciouspess．　lndeed，　this－

unique　theory　was　inseparable　with　his　originality，　but，　on　the　other’

htmd，　we　have　to　admit　tha．　t　the　orthodhxy　doctrine　had　showed　its

sign　of　decline　even　in　the　school　till　the　age　of　Genroku　when　the・

stream　of　criticism　began　to　fiow．

．　lt　is　quite　natural　froni　his　doctrine　that　he　criticized　the　anti－social’

and　impractical　side　of　the　orthodoxy，　but　important　is　the　mood　that．’

challenged　the　dignity　of　the　preceding　theory．・　Such　was　the　intellec一一

tual　world　around　the　Genrokti　era，　ft．　nd　herein　lies　its　historical　signi一・

ficance．　ln　this　article，．however，　our　view　is　mainly　concentrated　upon：

the　theory　of　Sa．　to　Naol〈ata．

二

　　　　　　　　　Chinese　Cities　down　to　the　Seventh　Century

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T．　Miyagawa

　　The　object　of　this　essay　is　to　describe　the　general　traits　whi．ch　cha一一

racterized　the　Chinese　cities　from　the　fall　of　the　Ch’in一｝lan　Empire’

dQwn　to　・the　unification　of　the　country　in　thb　Sui－Tang　period．　：First，　in

spite　of　the　several　attacks　by　the　northern　nomadic　races，　such　oid，

great　c｛ties　as　CIユa：ng－an　（長安）　and　Lo－yang　（洛陽）　still　witnessed’・

their　prosperity　even　under　the　a．　lien　sway．　lndeecl，　their　thriving　pa－

rarelled　with　that　of　those　cities　like　Yeh（郷）and　Chien－k，ang（建康＞

wliich　were　mere　local　towns　in　the　Han　period　and　dashed　into　reviving’

with　tlie　advent　of　troubling　E　ges．　Second，　each　state　of　those　days　had．

two　prまncipal　cities，　one　of曲｛ch　was　the　capit乱1　and　the　other　the

military　center．　The　transportation　facilities　were　opened　between　the

two　cities　and　stimulated　the　economic　and　political　organization　of’

the　stat’e．　This　systein　of　the　two　ca．　pitals　seems　to　be　a　result　of　the

antagonism　between　the　seigneurs　and　the　milita．　ry　government　of　the・

day．　Lastly，　with　the　comh］g　of’　the　nomadic　ra．　ces　and　man｝r’　civil’

w［rs　accompanied　with　it，　the　city　goveynment　and　the　city　life　were－

faced　with　great　changes．　Soime　of　the　aspects　will　be　illustrated．


